
 

  汐入駅から徒歩 1 分の便利な場所にあり、多くの市民に愛用されて来た産業

交流プラザが、来年 3 月で廃止されようとしていることをご存知ですか？ 

横須賀市は、公共施設適正化計画の最初の実施計画として、汐入地区の貸室

施設の統合を打ちだしています。それによるとこうなります。 

1. 産業交流プラザは廃止し、産業振興財団を残す他、総合福祉会館から消費生活センター、

デュオよこすか、更生保護サポートセンターを移設する。 

2. 産業交流プラザの貸室機能は総合福祉会館に集約する。残存スペースは庁用会議室とし

て使用し、これまでのような一般への貸室は原則として行わない。 

3. 今後の予定としては、平成 29 年 8 月にこの計画を決定、平成 30 年 4 月～9 月に産業

交流プラザの改修(レイアウト変更)を行って、10月にデュオよこすか等を移転する。 

  一方、先の市長選挙で選出された上地市長は、公共施設適正化計画について、

「ビジョンがないままに作られた現在の計画は、まったく意味がありません」

「公共施設のあり様は、街のビジョン・将来像と合わせ、皆で議論していくべ

きものと考えます」と、ヨコスカをよくする会の公開アンケートに回答してお

られます。 

今回のシンポジウムは、渦中の産業交流プラザにて開催します。市民の立場

から、同プラザの将来ビジョンについて語り合い、市への提案をまとめたいと

考えます。多数の市民の皆様のご参加をお待ちしています。 
 
第 1部  シンポジウム 

1. 汐入地区施設統合化実施計画の経緯について   

2. 産業交流プラザ跡地の市の配置計画 

3. 産業交流プラザを市民プラザにする提案 

第 2部  施設見学 

産業交流プラザはどんなところ 

第 3部  ディスカッション 

産業交流プラザの今後に対する市民の提案について 

全体司会   ヨコスカをよくする会共同代表    呉東正彦弁護士 
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